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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学・データベース 

キーワード：ライフログ，マルチメディア，画像処理，位置情報 

 
１．研究計画の概要 

本研究では，ライフログデータの取得，処
理，そして利用のためのプラットホームやイ
ンターフェース、Ｗｅｂサービスなど、誰も
が簡単にライフログを利用できるための技
術基盤開発、およびそれら技術基盤の上に成
り立つ新規アプリケーションの開拓を行う．
本プロジェクトは技術基盤という汎用指向
の研究と、複数の先鋭的な応用アプリケーシ
ョン開発という応用指向の研究による横
型・縦型融合、いわゆる「π型」の研究を目
指すものである． 

 

２．研究の進捗状況 

前期目標の実現のため，具体的には，以下
の項目についての研究を行ってきた． 

（１）ライフログデータ共有基盤の構築 

ライフログデータについて，個人で記録・
解析するだけでなく、他者とデータを共有し
合うことによって新たな応用の展開を誘発
する検討をすすめた． 

・第 3 者視点でのライフログ画像の取得  

・食事ログの共有プラットホームの構築  

・断片ログの集約・可視化システムについて，
プロトタイピングを進め，部分的にオープン
なシステムとしての実験を進めた． 

（２）コンテンツとコンテキストを活用した
ライフログデータ処理： 位置データといっ
たセンサ情報や，画像処理による顔検出結果
などに基づくコンテキスト情報を用い，イベ
ントを検出し，データのナビゲーションを容
易にした． 

（３）ウエアラブルシステムの構築：  

汎用なライフログデバイスのプロトタイ
プをあらたに実現した．さらに，iPhone 上の
ソフトウエアとして，ある程度のライフログ

を取得しうる仕組みを構築した．   

（４）ウエアラブルデータの取得，利用： 

ライフログとして利用価値の高い位置情
報について，１年間にわたる取得を行い，そ
のデータを閲覧するためのインタラクティ
ブなインタフェースを構築し，ユーザスタデ
ィによる評価を行った． 

（５）画像からの屋内での位置検出： 

ユーザの取得する画像をもとに，その画像
の取得位置の検出を行った．鉄道博物館を舞
台とし，あらかじめ参照画像データセットを
構築し，参照画像との高速マッチングにより，
新規画像の対象を求め，位置検出を行った．
博物館全体での評価を行った． 

（６）ライフログデータの共有化にむけて： 

  取得したログデータからのコミュニテ
ィ解析に関する検討を進めている． 

（７） ライフログ技術への提言： 

 ライフログ技術研究のありかたについて，
これまでの研究を背景に会議での招待講演，
学会誌記事を通して発信を行った． 

 

３．現在までの達成度 

 ライフログ技術が世の中に受け入れられ
るためには，ユーザにどのような負担があり，
便益があるかが明確である必要がある．汎用
のライフログ技術を，より目的に合わせたラ
イフログ技術に特化させていく必要がある．
このため，本研究では，多様なライフログデ
ータの汎用処理ばかりでなく，より目的をシ
ャープにした研究を推進した．２つのアプリ
ケーションを深化させた．その一つは，画像
による食事記録を対象とした研究であり，も
う一方は，博物館などの屋内での画像による
行動記録の取得と利用である． 

 前者については，１年間半の本研究での徹
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底研究の後，本研究の枠を離れ， JST 
CREST プロジェクトに採用され，さらなる
飛躍を図っている．（文献リストでは，採用
以降の新しい展開については，原則除去した） 

 これまでの研究で得られた知見をもとに
ライフログ研究の望ましいありかたについ
て，招待講演や学会誌記事を通しての発信を
行った． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 ハードウエアの観点からみて，ライフログ
取得のプラットホームとしては，近年爆発的
に普及しはじめた iPhone などのスマートフ
ォンが，ユーザへの受容性の観点から，適し
ていると思われる． 

最終年度においては，これまでの技術を，
スマートフォンでの利用を前提に再構築す
ることを検討する．また，具体的な課題とし
ての，屋内位置検出の精度を向上させ，その
利用範囲を拡大する．さらに，博物館等の特
定の環境でのログを共有することで，経路推
薦といったあらたな価値の創出を確認する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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